






１：Ｎ方式の主な特徴 3

◼ １：Ｎ方式では、スマートメーター～ＨＥＳ間の通信に、広いエリアで展開されてい
る通信事業者の携帯電話サービス（ＬＴＥ）を利用することから、次のような特徴
がある。

① 容易に・効率的にスマートメーターの設置や切替が可能

➢ スマートメーター設置後すぐにデータ収集が可能

➢ 機械式メーターなどの検満に合わせてスマートメーターへの切替が可能

➢ 通信方式（粒度・頻度等）を変更する場合、通信ユニット単位で切替が可能

② 通信ネットワーク（通信事業者設備）に係る対応は通信事業者にて実施

＜通信事業者での対応事例＞

➢ スマートメーター設置台数の増加に伴う設備増強等

➢ 通信ネットワーク障害（携帯電話基地局停止等）の復旧対応

※携帯電話は多くの人に使われており、障害発生時は通信事業者にて迅速に復旧対応し
ているものと思料



4３０分値収集の処理概要

毎正時
００分

毎正時
３０分

毎正時
１０分

毎正時
４０分

①

①

②

②

スマートメーター ～ ＨＥＳ間の動作

①
ｏ毎正時００分及び３０分からの１０分間にて
スマートメーターの３０分値を収集

②

ｏ毎正時１０分及び４０分からの２０分間にて
・３０分値欠測値の再収集
・スマートメーターの設定値確認・設定
・ファームウェアの更新 等

スマメ ＨＥＳ

データ
チェック・送信

３０分値
データ収集

（再収集含む）

ＭＤＭＳ
託送
システム

外部接続
サーバ

データチェック
・計算・送信

データチェック
・集約・仕分・
フォーマット変換

３０分以内 ３０分以内

６０分以内

＜３０分値収集処理イメージ＞

＜スマートメーター ～ ＨＥＳ間の３０分値収集処理概要＞










